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３．平行線と比 

（１）平行線と比の定理 

 

△ＡＢＣにおいて、辺ＡＢ，ＡＣ上またはそれらの延長線上にそれぞれ D，Eがあるとき 

            ならば 

①

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

（例題３）次の図で DE//BCのとき、χの長さを求めよ。 

（１）                 （２）              （３） 

 

 

 

 

 

 

 

（例題４）ＡＤ//ＢＣである台形ＡＢＣＤの辺ＢＣに平行な直線 

を引き、辺ＡＢ，ＤＣとの交点をそれぞれＰ，Ｑとする 

とき、ＡＰ：ＰＢ＝ＤＱ：ＱＣであることを証明しなさい。 

［証明］補助線     をひき、ＰＱとの交点をＲとする。 

△ＡＰＲと△ＡＢＣにおいて、ＰＲ//ＢＣだから、 

                  の定理より 

ＡＰ：ＰＢ＝          …① 

△ＣＱＲと△ＣＤＡにおいて、        にして 

ＣＲ：ＲＡ＝         …② 

②よりＡＲ：ＲＣ＝        …③ 

①、③よりＡＰ：ＰＢ＝ＤＱ：ＱＣ 

 

 

ℓ // ｍ // ｎ ならば 
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＜三角形と比の定理＞ 
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 ＜平行線と比の定理＞ 
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